
Researchers

が「人権と平和構築」という研究を志した原点は、小学校
から中学校にかけての3年間をエジプトで過ごしたことに
あると思います。労働を強いられるなど、現地の子どもた

ちの状況に強いカルチャーショックを受けたのです。そして日本で
大学院を修了し、法律事務所に勤務した後、イギリスの大学院へ。
留学中に国際機関で働きたいと考え始め、国連ボランティアとして
クロアチアで平和維持業務に従事しました。その後大学院で博士課
程を修了し、激しい武力紛争の起きたボスニア・ヘルツェゴビナで
平和構築に携わる機会を得ました。こうして振り返ると、我ながら
随分色々な経験をしたものだと思います。しかし、これらすべての経
験や出会いがあったからこそ、今の私や研究があるのだと考えてい
ます。
　現在は、「人権」「土地・不動産」「ビジネス」の3つの視点から平和
構築の研究に取り組んでいます。「人権に基づく平和構築」では、紛
争の原因や結果として生じる人権侵害を探り、それを生み出す社会
のあり方を把握し分析します。「土地・不動産と平和構築」では、武
力紛争による強制移住などの事例を研究し、こうした問題への対
処・予防方法を考えていきます。「ビジネスと平和構築」は新しい研
究です。以前は平和構築と言えば国連が行うものでしたが、現在は
市民団体などさまざまなアクターが参画しています。その1つが企
業、つまりビジネスです。「利潤を追求する企業体が平和構築に寄
与するとは思えない」という声もありますが、私自身の経験から見る
と、ビジネスには政治や民族などの枠組みを超えて、共通の利益や
妥協点を見出しやすい傾向があり、紛争や分断を超える力があると
考えています。
　平和構築では、過去から新たに学ぶことが大切です。ですから私
の研究は、インタビューを通してさまざまな体験を集めることが重
要な位置を占めます。例えば、紛争で教育機会を失った人々の話を
聞くこともその1つ。相手と共に紛争を追体験することは辛いことで
すが、現実的な平和構築を考える上では欠かせません。また、私は


